
佐賀創生リカレント教育プラットフォーム

本プログラムは、佐賀県内企業の採用担当者を対象に、
人材の採用・育成・定着を担う人材を育成することで、人材確保・育成機能の高度化を目的とします。

インターンシップ
見直しプログラム

対象者（想定受講者）

実施期間・形式

以下の条件を満たす方を対象とします。 

令和8年 1月～令和8年 2月
●オンデマンド（VOD）形式

●佐賀県内に事業所を有する企業に勤務していること 
●インターンシッププログラムを実施している或いは今後，実施する予定であること
●採用業務に従事しており、経験年数が概ね５年未満であること

受 講 料 20,000円（税込）／人
※受講料には教材費を含みます。

30名（先着順・定員に達し次第締切）定　員

お申し込みは
こちらの
QRコード
から

既存の
インターンシップを
もっと魅力的に
したい

インターンシップを
企画したいが、

何から始めればいいか
わからない

ID理論に基づいた



プログラム内容

修了要件 ●全プログラムを受講すること

申込方法 ●佐賀大学ウェルビーイング創造センターHPの
　申込フォーム
●チラシ記載の二次元バーコードからアクセス 
●企業経由での一括申込も可
以上のいずれかの方法でお申し込みください。 

募集締め切り 令和8年 1月6日（火） ※早期締切の可能性あり

教育とは何のために行うのか，という基本的な考え方から，教育を設計すると

いう“システム的アプローチ”について古典的な伝統的アプローチと対比し

て説明する。

教育プログラムのステークホルダー，ターゲットについての考え方，さらにペ

ルソナを作成することでターゲット像を明確にする方法について説明する。

Chapter3
教育プログラムの設計

目的，目標の設定方法，更にはそれらに対応した教育方法の選択や学習プロ

セスの設計方法について説明する。

動機づけモデルである「ARCSモデル」から，受講者を動機づけるための教

材（配布資料やスライド資料など）開発のポイントを説明する。

評価の基本的な考え方とその評価方法について説明する。

Chapter1
教育プログラムを設計することの

基本的な考え方

Chapter2
教育プログラム設計のための

ターゲット分析

Chapter4
教育プログラム実施のための
教材開発の基礎的考え

Chapter5
教育プログラム評価の方法

現在のインターンシップの
教育的な魅力を

高められるようになります

このプログラム修了後にできるようになること

採用活動に欠かせない
インターンシッププログラムの

企画力が得られます

学習内容

TEL：0952-28-8334   E-mail：kouza@mail.admin.saga-u.ac.jp 
佐賀大学ウェルビーイング創造センター リカレント教育部門問い合わせ先
TEL：0952-28-8334   E-mail：kouza@mail.admin.saga-u.ac.jp 
佐賀大学ウェルビーイング創造センター リカレント教育部門問い合わせ先
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